
北高夢□― ド通
第 5暑 ( 2 0 1 9 . 7 )

デッサン教重や北高成果展 2019 ～北高とのより密接な連携へ～

北高夢 ロード実行委員会

会長 波 多野宏之

この ほか、北 高 との連携 は、従 来 の粟 野

川 ホ タル観 察会 、豊北 の水研 究 、文化祭 ヘ

の参加 、読書週間北高図書室展示 に加 えて、

新科 目 「地域 探 究」 ( 自然 ・環境 ) へ の協

力 も開 始 され ま す 。

こ うした活動 の展 開 に伴 い、各種外 部資

金 の獲得 に注力 してお り、今年度 は新 た に

「ギ ャラ リー」 の活動 につ いて 山 口き らめ

き財 団か らの補助金約 2 0万 円を受 けるこ と

が決 定 しま した。 ただ し、 これ は事業費 の

四分 の三 を補助す る仕組 み で、残 りは 自己

資金 を充 て る必要が あ ります。 この こ とも

理 由の一つ です が、安 定的 な活動 展 開の た

め、苦渋 の選択 では あ りま したが 、今年度

総会 で会費 の値 上 げに踏 み切 らせ て いただ

きま した。 ご理解 とご協力 をお願 いす る次

第です。

なお 、末尾 にな りま したが、任 期満 了 に

伴 う役員改選 を行 い、新体制 が発足 しま し

た 。 6年 間 にわた りご尽力 され た岡崎会長

は副会長 に回 られ 、恒 冨副会長 、末永幹事

は退任 とな りま した。 恒 冨氏 には雨傘 の活

動 の継 続 を、末永 氏 に も活動全般 にわた る

支援 を約 していただいています。ともあれ、

全 体 と して若 返 りとな った役 員 陣 を ど うぞ

よろ しくお願 いいた します。

昨年、元木本陶器店 さんの空き店舗 をご

厚意 によ りお借 りして発足 した 「ギ ャ ラ リ

ー 夢 ロー ド」 の 活 動 も 2年 目に入 りま し

た。年 4回 開催 した展示会の概要は、 「会

報」の各号でお知 らせ しているところです。

この 5月 に開催 された第 5回 展 「有 田敏朗

銅版画展」では、初 めて 2 0 0 名 を超す来場

者 で賑 わい、回を重ね るごとにギャラ リー

の存在が知 られ るよ うになつてきた よ うに

感 じます。

豊北 ・下関北高 との連携 も徐 々に深 ま り、

この 4月 か らは総合文化部の 「デ ッサ ン教

室」が月 1回 のペースで始ま りま した。生

徒 さんがキャンパ スを出て、地域 の皆 さん

の眼の前で制作に励 む、 <サ テ ライ ト教室

>で す。嬉 しいことに、生徒たちを元気 づ

け る一 助 に と、 通 学 路 に あ た る滝 部 下

市 自治 会 さん が 補 助 金 予 算 を組 ん で く

だ さ り、 これ は 夢 ロー ドを仲 介 役 と し

て 、 生 徒 の リフ レ ッシ ュ に 充 て られ ま

す 。

さらに、 この会報が届 くはずの 7月 中旬

には、第 6回 展 「北高成果展 2 0 1 9 」が始ま

つています。開校初年度 の昨年 は実現でき

ませんで したが、諸先生方のご指導を得て、

可能な限 り、生徒の手による生徒 の展示会

とな ります。
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ギヤラリー夢ロード第 5回 震

有 田歓朗銅版 画展

2019年 5月 14日 (火 )～ 262019年 5月  14 日 (火 ) ～ 26 日 (日 ) 、

標記展示会が開催 され ま|した。本会会員で

もある有 田氏が近年手がけ られてい る銅版

画 1 5点のほか、銅版の原板 と刷 り見本、二

― ドル な ども並べ られ技法が分か りやす く

示 され て い ま した 。 ま た 、 くアー トの本

棚 >所 蔵の銅版画入 門書や 内外の画家の銅

版画作品展カタログ約 1 0点も参考展示 され

ま した。

期間 中には、下関北高総合文化部 の生徒

さんをは じめ、スポーツ系の男子高校生 も

多 く入場 して くれ ま した。有 田氏在住の豊

浦町の方 々や、下関市立美術館で有 田氏 と

一緒 に活動 をされてい る皆 さんの来場 もあ

り、ギャラ リー としては今回初めて 2 0 0名

超の来場者 を記録 しま した。

各国 とも、広報チ ラシは下関市市民活動

支援セ ンター経 由で公共施設等へ、豊北総

合支所経 由で豊北町内 自治会 の班 レベルで

の回覧へ、その他滝部 公 民 館 、 J R駅 、郵

便局等、滝部下市の商店な どにはポスター

掲示で もご協力をいただいています。また、

今回は山口新聞 ( 5月 1 6日付)、 長周新聞

( 5月 1 7日付)、 読売新聞 ( 5月 2 2日付)

で とり上げていただきま した。

夢 ロー ド 「音楽 の タベ 」

2 0 1 9年 4月 2 7日 (上)は 、北高夢 ロー

ド実行委員会 に とつて、総会 ・音楽の夕べ
・交流会 と行事の多い 日で した。滝部公民

館 (太陽館)に おいて、 1 4時 か ら会議室

で北高夢 ロー ド実行委員会の総会があ り、
1 6時 か ら講義室で夢 ロー ド「音楽の夕べ」
が あ り、 1 7時 半か ら和室で交流会 (懇親

会)が あ りま した。

総会 と交流会 は毎年行 つていますが、今

年 は総会 と交流会 の間に地域 の人々 も参加

で きる夢 ロー ド 「音 楽 の 夕べ 」 を皆 さん

ボランテ ィア参加 で、取 り入れ ま した。

管楽器 の楽 しさ :長州 ブラスアンサ ンブル

(吉田秀樹 ほか)花 。おぼろ月夜等 朗 読
:金子達 創 作民話 ・鬼の岩 と高坪 山の鬼

退治 (藤岡達雄)  み んなで楽 しく歌お う
:軽 音楽バ ン ドライ トハ ウス (藤岡達雄 ほ

か)瀬 戸の花嫁 ふ るさと等

夢 ロー ド会員 も含 め四十余名 の方 に楽 し

んでいただきま した。北高生の通学支援や

学習支援 ばか りでな く、豊北町の地域 に根

付 く北高夢 ロー ド実行委員会 を 目指 してい

ます。

ギヤラリーでデッサン教豊

北高継合文化部生徒 月 モ田開催
この 4月 よ り〈ギ ャ ラ ジヤ 夢 ロー ド>で
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第3回 粟野川流域ホタル観寮会 ・報
豊北 コ下関北高文化祭 rょぅこそ先輩一

おりがみ飛行機大会J報告
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令和元年度北高夢ロード実行委員会

絡会報告

日時 :2019年 4月 27日 (土 )14:00～ 16:00

太 陽館  出 席 正会員 1 5名  正 会員 の過 半

数 の出席 を もつて成 立。 議長 に恒 冨氏 を選

出 し、議 事 に入 つた。

( 1 )議 案第 1号  平 成 3 0年 度 事業報 告
・下関北 高校 開校 の幕 張 が付 け加 え られ 、

承認 され た。

( 2 )議 案 第 2号  平 成 3 0年 度決 算  承 認

( 3 )監 査報 告
・監事 の永 富氏欠席 のた め、会長 岡崎 氏 が

報 告 し、承認 され た。

( 4 )議 事第 3号  会 則 一
部 改正

・第 2条  こ の会 を次 の所在 地 に置 く。

下関市豊北町大学滝 部 8 4 2番 地 の 6
。第 4条  こ の会 は、前条 の 目的 を達成 す

るた めに、次 の事業 を実施 す る。

( 1 )通 学 す る生徒 へ の傘 貸 与 、休 憩場所 の

提供 等。

( 2 )図 書 の閲覧 ・貸 出、美術 作 品等 の制作
・鑑 賞機 会 の提供 等。

( 3 )地 域 の歴 史 ・民俗 ・自然 環境 等 の調査
・研 究 を通 じた学習支援活 動。

( 4 )そ の他本 会 の活動 に必要 な事業。
・第 5条  ( 1 )正 会員 (この会 の 目的 に賛

同す る個 人) ( 2 )学 生 会員 (この会 に賛

同す る学生) ( 3 )賛 助 会員 (個人 )に の

会の 目的 に賛同 し、その事業 を賛助す る個

人) ( 4 )賛助会員 (機関 ・団体)に の会 の 目

的に賛同 し、その事業 を費助す る機 関 ・団

体)・第 7条 この会 の会費は、次 の とお り

とし、年度内に納入 しなければな らない。

( 1 )正会員 2 , 0 0 0円

( 2 )学生会員 5 0 0円

( 3 )賛 助会員 (個人)一 日 5 , 0 0 0円 以上

( 4 )費助会員 (機関 ・団体)
一

日 1 0 , 0 0 0 円 以 上

・第 9条  ( 1 )会 長  1名  ( 2 )副 会長若

千名  ( 3 )監 事 1名  ( 4 )理 事若千名
。第 1 0 条

3  監 事は、会 の業務お よび財産の状況 を

監査す る。

4  理 事は、会の業務 を執行 し、事務局長、

会計な どを分任す る。
・第 1 4条  役 員会は、役員 をもつて構成

す る。ただ し、監事 を除 く。
・附則  4  こ の会則 は、第 2条 、第 4条 、

第 5条 、第 7条 、第 9条 、第 1 0条 、第 1 4

条 を改正 し、平成 3 1年 4月 2 7日 か ら施行

す る。以上の太学部分の改正が諮 られた。

以下の よ うな意見が出 された。

①会費の値上 げは無理。賛助会員が集 ま ら

ない。

①値上げす るよ り、今 の会費でできる活動

を考 えた方が よい。 当初 の 目的は会費千

円で楽 しい活動 をす ることだつた。

①従来は、北高生の通学支援だったが、活

動範囲を広 げ過 ぎているのではないか。

協議の結果、原案賛助会員 (個人)の会費一

日6 , 0 0 0円以上を、5 , 0 0 0以上に修正の うえ、

承認 され た。

( 5 )議 事第 4号  令 和元年度事業計問
・承認

( 6 )議 事第 5号  令 和元年度予算

以下の よ うな意見が出 された。

①会報 ・チラシに 5 0 , 0 0 0円もかけるのは問

題。 ギャラ リー改装 にもお金 をかけす ぎ

ている。

○会員 を増や して、会費収入 を大幅 に増や

す ことができるのか。

賛助会員会費収入等一部修正の うえ承認 さ

れた。

( 7 )議 事第 6号  役 員改選

会長 :波 多野宏之

副会長 :岡 崎新太郎

監事

理事

理事

理 事

理事

理事

理事

永 富輝 久

秋枝 一成

磯 部珠枝

小塩 め ぐみ

城石郁裕

古 日雅 士

古屋  優

うに承認 され た。 以上
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コミュニティロスクールつて何 ?

なぜ今、コミュニティ・スクール?
コ ミュニテ ィ ・ス クール ( 学校運 営協議

会制度 ) は 、平成 1 6 年 9 月 か ら、新 しい公

立学校運 営 の仕組 み と し導入 され ま した。
コ ミュニテ ィ ・ス クール は、保護者や 地域

住 民の声 を学校運 営 に直接 反 映 させ 、保護

者 ・地域 ・学校 ・教 育委員会 が一体 とな つ

て よ り良い学校 を作 り上 げてい くこ とを 目

指 します。 コ ミュニテ ィ ・ス クール の設 置

につ いて は、保護者 や 地域住 民 の意 向や ニ
ー ズ を踏 ま えて 、学校 を設置す る教 育委員

会 が決 定す る。 簡 単 に言 えば、学校運 営協

議会 を設 置 して い る学校 を、 コ ミュニテ ィ
・ス クール と呼び ます。 コ ミュニテ ィ ・ス

クール ( 学校運 営協議 会制度 ) は 、学校 と

地域住 民等 が力 を合 わせ て学校 の運 営 に取

り組 む こ とが可能 とな る 「地域 とともにあ

る学校 」へ の転換 を図 るた めの有効 な仕組

み です。 コ ミュニテ ィ ・ス クール で は、学

校運 営 に地域 の声 を積 極 的 に生 か し、地域

と一体 とな つて特色 あ る学校 づ く りを進 め

てい くこ とがで きます。

学校運 営協議会 の主 な役 割 と して 、

O 校 長 が作成す る学校運 営 の基本方針

を承認す る

○学校運 営 に関す る意 見 を教 育委員会 又

は校長 に述べ る こ とがで きる

O 教 職 員 の任用 に関 して、教 育委員会規

則 に定 め る事 項 につ い て 、教 育委 員 会

に意 見 を述 べ る こ とがで き る

の 3 つ が あ ります。

次 に コ ミュニテ ィ ・ス クール の仕組 み を

取 り入れ るメ リッ トと して、主 に以 下の 3

つ が あげ られ ます。

① 組織 的 ・継 続 的 な体制 の構 築 = 持 続 可

能性

校 長や 特定 の教職 員 の異動 が あつて

も、学校運 営協議会 に よつて地域 との

組織 的 な連携 ・協働 体制 がその まま継

続 で き る 「持続 可能 な仕組 み」です。

② 当事者意識 ・役割分担 =社 会総がか り

学校運営協議会や熟議等 を通 して、

子 どもたちが どのよ うな課題 を抱 えて

い るのか、地域 で どの よ うな子 どもを

育ててい くのか、何 を実現 してい くの

か とい う 「目標 ・ビジ ョンを共有」で

きます。

③ 目標 ・ビジ ョンを共有 した 「協働」活

動

校長が作成す る学校運営の 「基本方

・針 の承認 」を通 して、学校や地域、子

どもたちが抱 える課題 に対 して関係者

がみな当事者意識 をもち、 「役割分担

をもつて連携 ・協働 による取組どがで

きます。

子 ども ・教職員 ・保護者 ・地域 の人々に

とつての魅力は何で しょうか。次の よ うに

考 えられ ます。

☆子 どもに とつての魅力

○子 どもたちの学びや体験活動 が充実

します。

○ 自己肯定感や他人 を思いや る心が育

ちます。

①地域 の担い手 としての 自党が高ま り

ます。

①防犯 ・防災等の対策 によつて安心 ・

安全 な生活ができます。

☆教職員 に とつての魅力

○地域 の人 々の理解 と協力 を得 た学校

運営が実現 します。

①地域人材 を活用 した教育活動が充実

します。

①地域 の協力によ り子 どもと向き合 う

時間が確保できます。

☆保護者 に とつての魅力

○学校や地域 に対す る理解が深 ま りま

す。

①地域 の中で子 どもたちが育て られて

い るとい う安心感 があ ります。

①保護者 同士や地域の人々 との人間関

係が構築できます。

☆地域の人々に とつての魅力

○経験 を生かす ことで生 きがいや 自己

有用感 につなが ります。

①学校が社会的つ なが り、地域 のよ り

どころ とな ります。

①学校 を中心 とした地域ネ ッ トワー ク

が形成 されます。

①地域 の防犯 ・防災体制等の構築がで

きます。

山 田県の公立小中学校 は 1 0 0 %が コミ

ュニテ ィ ・スクール となつています。全国

は どうなつてい るので しょうか。平成 3 0

年 4月 1日 現在で、全国では学校運営協議

会 を設置 してい る学校 は 5 , 4 3 2校 で、全

国の学校 の 1 4 , 7 %で す。内訳 は、幼稚園

1 4 7、 小学校 3 , 2 6 5、 中学校 1 , 4 9

2、 義務教育学校 3 9、 中等教育学校 1、

高校 3 8 2、 特別支援学校 1 0 6と なつて
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います。今 まで導入が進 んでいなかった高

等学校 の コ ミュニテ ィ ・スクール は前年の

6 5校 か ら 3 8 2 校 とな りま した。文部科

学省 の 目標 は、全国の学校 の 1 0 % を コ ミ

ュニテ ィ ・スクール にす ることで したが、

それ を大幅 に超 えま した。 それは とりもな

お さず 、 コミュニテ ィ ・スクール は学校運

営に良い影響 を与 えるか らだ と考 え られま

す。豊北 ・下関北高校 は、統合 当時か ら学

校運営協議会制度 を導入 しています。全国

的に見て も、高校では先駆 けのよ うな存在
です。 これか ら高校で もコミュニテ ィ ・ス

クール が どん どん進 ん で行 く と思 われ ま

す。 とい うことは豊北 ・下関北高校 の コ ミ
ュニテ ィ ・スクールは全国的 にも注 目され

ることで しょう。北高夢 ロー ドは これ まで

豊北 ・下関北高校 を支援 してきま した。 ま

さに北高夢 ロー ドは豊北 ・下関北高校学校

運営協議会の下部組織 のよ うな ものです。
これか らの私たちの取組 も全国的に注 目さ

れ る と思われ ます。 コミュニテ ィ ・スクー

ルは学校運営協議会 を設置す るとい うこと

だけ義務づ け られていて、取組 については

何 も制約はあ りません。 ま さに、学校 と家

庭 ・地域社会の腕 の見せ所だ と思います。
アイデ アを生か し、その地域な らではの連

携 ・協働 を図つてい く必要があ ります。
キー ワー ドは 「連携 ・協働 」です。学校

と家庭 ・地域社会 の連携 ・協働 には 3段 階
あると考 えます。 まず 、第 1は 、 「情報交

換機能 ・連絡調整機能」です。情報交換は、

学校 と家庭地域社会が互いに有す る情報 を

交換 し、共有 し合 うことです。最 も初期段

階 の連携 です。第 2の 機能は、相互補完機

能です。 これは、情報交換 ・連絡調整 を前

提 に して、学校 と家庭 ・地域社会が施設 ・

設備 、人材 な ど自らに欠 けるコ トやモ ノ、
ヒ トを他 に求 めて補お うとす る機能です。

第 3が 協働 です。協働機能は学校 と家庭 ・

地域社会 が共通 目的 を設定 して、その実現
のために協働す る機能であ ります。つま り、

学校 に対 して家庭 ・地域社会が単に手 を貸

す とい うのではな く、それぞれが共通の 目

的意識 をもち、その実現のためにできるこ

とを自らの役割 として行 うことです。
コミュニテ ィ ・スクールでは、学校運営

に地域の声 を積極的に生か し、地域 と一体
となつて特色 ある学校づ くりを進 めてい く
ことができ、地域 の活性化 に もつなげるこ

とができます。 ただ し、地域住民全員が コ

ミュニテ ィ ・スクール に直接 関与す るわけ

ではないので、 コ ミュニテ ィ ・スクールの

効果 は意識 が高い一部の保護者 、地域住民

に限定 されて しまいます。 また、 コミュニ

テ ィ ・スクール に対す る意欲があつて も、

それぞれ の個人の事情 によ り参加 できない

人 もいるで しょう。北高夢 ロー ドとして も、
これ ら様 々な人に もコ ミュニテ ィ ・スクー

ル に関わつて もらえるよ うに、取組 を考 え´

ていきたい と思います。
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秒速50セ ンチ

秋枝 一 成

夏の夜空をホタルが飛び交 う、なんて幻想的
なんでしょう。でもなんでホタルは光るのでし
ょうか。ホタルは、コウチュウロ 鮒 翅 目)・
ホタル科に分類される昆虫で発光することで知
られています。世界にはおよそ2,000種 が生
思しているとされています。 日本では 「ゲンジ
ボタル」、 「ヘイケボタル」が有名ですが、4
0種 類くらい生息しています。そのすべてが光
るわけではありません。ではなぜ光るようにな
つたのか。光るとい うことは虫の世界では敵に
見つか りやすいはずです。 目立ちますからね。
それでもホタルが光るのは 「敵をおどかす」、
「食べたらまずいよとい う警告」、 「雄 と雌が

出会 うためのコミュニケーション」のためだと
考えられています。 しかし、これだとい う有力
な説はまだはっきりしていないそ うです。成虫
となつたホタルには、腹部の後方の体節に発光
器があるから光るのです。呼吸 しているときに
光つていると思つてはいませんか ?そ うではあ
りません。呼吸を止めているときに光つている
そ うです。呼吸をしているときは膜が出て光を
遮断 しているんです。だから、死んだホタルは
光つていますよね。その光 り方も、国によつて
違 うそうです。 日本は うつすらと点いて、 うっ

すらと消えていくという明滅という表現がぴつ
た りだと思います。こんなホタルは世界中どこ
を探 してもいないと言われています。よその国
のホタルははつきり光つてはつきり消えるとい
う点滅型が多いそ うです。ある地域にはずつと
点き放 しの点灯型もいるそ うです。ホタルもお
国柄を表 しているのでしょうか。 日本人の奥ゆ
かしさをホタルも秘めているのでしょうか。悪
い意味でいうと優柔不断なのでしょうか。廿い
水が大好きで、飛び方もぶきつちょなホタルは
みんなか ら愛 されるキャラクターだと思いま
す。

ところでホタルの飛ぶ速度をご存 じで しょう
か。無風状態で秒速 50セ ンチメー トルだそ う
です。この速度が日本人は好きみたいです。春、
桜がはらはらと散る速度も同じ。冬、牡丹雪が
舞い落ちる速度も秒速 50セ ンチ。 どれも日本
人が好きな光景です。無条件に日本人は好きな
のではないでしょうか。なぜでしょうか。人間
の大動脈の血流速度も実は秒速 50セ ンチなん
だそ うです。血液の流れと同じ速さだから、ホ
タルも桜も雪も日本人は、理屈なしに受け入れ
られるのではないでしょうか。 日本人だけでな
く外国の人にも受け入れ られるのではないでし
ょうか。これはあくまでも私の独 自の考えなん
ですが。秒速 50セ ンチという速度は私たちの
歩く速さと比べてもかなり遅いですね。でも人
間が生活するには最適な速度かも知れません。
あわただしい生活の中で、この速度を忘れてい
るのかも。急いで考えたり、言葉を発 したり、
行動 した りしているからいろんな トラブルを巻
き起こすのかも知れません。現代社会は忙 しい
ですね。いつからこんなに忙 しくなつたのでし

ょうか。ゆつくりしたいですね。そ う言えば最
近、のんび りと空を眺めたことなんてないです
ね。今度、雲が形を変えるまでゆっくり空を眺
めて見ませんか。心地よいスピー ドで生きてい
きたいとつくづく思います。秒速 50セ ンチを
意識 して生活 してみませんか。

出

平成30年 度事業報告

( 1 )豊北 ・下関北高に通学す る生徒へ の傘
貸与     傘 の数累計 6 0 0本

( 2 ) <ア ー トの本棚 >に よる図書の開覧 ・

貸出
○笹尾商店 での事業継続 と<ギ ャラ リー

夢 ロー ド>で の展示
○読書週間 豊 北 ・下関北高図書室での

<ア ー トの本棚 >展 示 「決定的瞬間 :
今 日の 写 真 と写 真 の 歴 史 」 1 0 , 2 7～
1 1 . 9 (図書 5 6冊 、雑誌約 8 0冊 )と 『ア
ー トの本棚通信』第 4号 刊行 1 0 . 2 7

( 3 ) <ギ ャラ リー夢 ロー ド>の 開設 と美術
作品等鑑賞機会の提供
①第 1回 展  藤 田完 爾 「お しゃべ りな

J O M O N人 :私 の縄 文幻夢諄 」5 . 2 2～
6 . 3 (入場者約 1 3 0名)

①第 2回 展 通 学路の移 り変わ りと 「北
高夢 ロー ド」の 5年 8 . 1 0～1 9 (入場者
87名 )

①第 3回 展  「 残 された原風景 :東京、
佃 ・月 島界 隈」吉 田成 写真 展 1 1 , 6～
1 8 (入場者 1 0 7名)

①第 4回 展  ミ ロの ブィーナスか らデ ュ
シャ ンまで <ア ー トの本 棚 >大 展 示
2 . 5～1 7 (入場者 1 1 2名)

( 4 )地域の歴史 ・民俗 ・自然環境等の調査
・研究 を通 じた学習支援活動
○豊北の水研究 1年 次
○粟野川流域ホタル観察会 5 . 2 4 (参加 3 8

名 )
① 粟 野 川 プ ロ ジ ェ ク トま と め の 会

3.16(参加者 20名 )
( 5 ) 「北高夢 ロー ド」 5周 年  中 ・高生 と

考 え る地域 づ く り ・異文 化 交流 の集 い
豊北 を世界に、世界 を豊北に 第 1回 地
球旅 、そ してチュニ ジア の 開催 8。1 8 ( 参
力田5 5 多名 )

( 6 ) 会報 『北高夢ロー ド通信』第 3 , 4 号
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刊行 ( 7 , 3 月 )
( 7 ) 豊北 ・下関北 高 との協 同

○文化祭 へ の参加 「よ うこそ先輩 」( 浜出
祭 の歴 史 学 : 初 め て 辿 る迷 路 の 楽 し
み ) 6 . 1 0

① 「先輩 の本棚 」第 2 年 次 の実施( 4 名
1 8 冊 ) 豊 北図書室での展示会 1 1 . 7 ～
2 5

( 8 ) 地域 の関係機 関 ・団体 との連携
○滝部公 民館祭 りへ の参加 1 0 。2 7

( 9 ) ホ ー ムペ ー ジの運 用

( 1 0 ) 下関北 高校祝意幕 の掲示

令和元年度( 2 0 1 9 )北高夢回―ド

実行委員会事業計画

( 1 )豊 北 ・下関北高に通学す る生徒への傘

貸与

( 2 ) <ア ー トの本棚 >に よる図書の閲覧 ・

貸出

( 3 ) <ギ ャラ ジー夢 ロー ド>に よる美術作
品等 の制作 ・鑑賞機会の提供
○ギャラ リー展示環境 の改善
○下関北高総合文化部デ ッサ ン教室の開

催支援 (月1回  1 0回 程度)
①第 5回 展 有 田敏郎銅版画展

第 6回 展 豊 北 ・下関北高生徒 の学習
成果発表

第 7回 展 未 定 (総会時に予定 として

示 され た案 は諸般 の事情 によ

り総会後 のギャラ リー企画委

員会 で取 り下げ と決定 したた

め)

第 8回 展 美 術作品を借 りよ う こ れ
が 「アル トテー ク」だ

( 4 )地 域 の歴史 ・民俗 ・自然環境等の調査
・研究 を通 じた学習支援活動
○豊北の水研究 2年 次 と下関北高 2年 生

授業 「地域探究 I」 への協力
○粟野川流域 ホタル観察会
○歴 史研究 グループの発足

( 5 )第 2回 異文化交流の集 いの開催
( 6 )会 報 『北 高夢 ロー ド通信』第 5 , 6号

刊行 ( 7 , 3月 )

( 7 )豊 北 ・下関北高 との協同
○文化祭への参加

○ 「よ うこそ先輩」講座働 きかけ
○ 「先輩の本棚」第 3年 次の実施

( 8 )地 域の関係機 関 ・団体 との連携
○滝部公民館祭 りへの参加 ( l o月 )ほか

( 9 )ホ ームペー ジの運用

2 0 1 9‐20 2 0年 度役員 。委員会

会 長

副会長

監  事

理  事

理  事

理  事

理  事

波 多野宏 之

岡崎新太郎 (会長代行 )

永 冨輝 久

秋枝 一
成(事務局長 )

磯 部珠枝 (会計 )

小塩 め ぐみ

城 石郁裕

理  事 :古 田雅 士

理  事 :古 屋  優

★会報編集委員会

秋枝一成 、小塩 め ぐみ、戸 田佐和子、

古田雅士、村上智子

★ギャラ リー企画委員会

波多野宏之、秋枝一成 、有 田敏郎、

川原一夫、西鳴勝之、藤 岡達雄、古屋優

★栗野川調査委員会

岡崎新太郎 、藤 岡達雄、古 田雅士

会費納入のお願い

2 0 1 9 年 度 会 費 を同封 の振 替 用 紙 に よ りお

振 込 くだ さい。

夢 □ ― ド通 信  第 5号 (年 2回 刊)

2 0 1 9年 7月 2 0日 発行

編集 :会 報編集委員会

(秋枝 ・小塩 ・古日 ・村上 ・戸田)

発行 :北 高夢 □― ド実行委員会

〒759-5511

出□県下閣市豊北町滝部 8 4 2 ‐ 6

Tel:083-782-0563

ホームページ : h t t p i / / y u m e r o a d . o r 宮

E一mail kitakoyumeroad③ gmail.co m
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